　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【社会貢献学会第3回大会 基調講演 パネルディスカッション】　シナリオ（案）
実施日時：2012年11月16日 9:45～14:00  14：00～研究発表

開催場所：東北福祉大学国見キャンパス けやきホール

趣旨：本学会大会では、東日本大震災から１年８ヶ月が経過、会員（正・市民会員）、学生会員よる震災後の活動などを報告、被災地支援を通しての教訓や課題について議論し、今後の市民と学生による地域連携の展開へと繋ぐ。

学会大会次第

●歓迎挨拶（5分）：萩野学長 ●会長挨拶（5分） 渡辺学長補佐

●基調講演 （60分）「希望学と地域の未来」 東京大学社会科学研究所教授 玄田有史氏　
現代社会における「希望」の姿、そして地方・地域における「希望」の未来について考える。
玄田先生は、東日本大震災で復興構想専門会議の委員を務めた。
＜午後の部＞

●基調報告（20分） 

 「市民と学生による地域連携と支援体制の可能性を探る～兵庫県の取組みから～」
兵庫県企画県民部広報課課長補佐兼地域広報係長　小山達也氏
●PD(70分)：パネリスト5名、　　PD　コーディネーター：伊藤信太郎氏

　　テーマ： 東日本大震災から学ぶ 東北からのメッセージ 「市民と学生で築く地域力」

	
	時間
	担当
	内容

	歓迎挨拶
	5分
	萩野学長
	東北福祉大学

	社会貢献学会会長挨拶
	5分
	渡辺学長補佐
	東北福祉大学

	基調講演
	60分
	玄田有史教授
	東京大学社会科学研究所

	昼休み休憩
	
	
	

	基調報告
	20分
	小山達也氏
	兵庫県企画県民部広報課長補佐

	ステージ
	
	
	

	PD
	70分
	コーディネーター 

伊藤信太郎氏（東北福祉大学特任教授、大阪大学客員教授）
パネリスト 

小野寺五典氏（衆議院議員、東北福祉大学客員教授）
齋藤實氏（社会貢献学会副会長）
小山達也氏(前掲)
小山内敬子氏（元青森県ボランティア市民活動センター所長）
馬場雄大氏（東北福祉大学3年）

	研究発表案内MC
	
	
	


【ＰＤシナリオ】
●伊藤先生・・・社会貢献学会第３回大会パネルディスカッション「東日本大震災から学ぶ 東北からのメッセージ 「市民と学生で築く地域力」をテーマに行います。
パネリストのみなさんをご紹介します。
①衆議院議員で東北福祉大学客員教授 小野寺五典さん

②社会貢献学会副会長、危機管理勉強会齋藤塾塾長 齋藤實さん
③兵庫県企画県民部広報課長補佐兼地域広報係長で社会貢献活動支援士 小山達也さん
④元青森県ボランティア市民活動センター所長で社会貢献学会会員、防災士 小山内敬子さん

⑤学生代表 東北福祉大学３年 防災士の馬場雄大（たけひろ）君です。よろしくお願いします。

●伊藤先生・・・はじめに小野寺五典さんから今回の東日本大震災の被災地復興支援などをはじめ、どんな社会貢献活動を行っているか。また、市民や学生の活動をどのようにご覧になっているかなどご報告をお願いします。

●小野寺氏・・・被災地復興支援状況について議員の立場での活動、市民や学生の活動の姿について報告。（５分）

●伊藤先生・・・つぎに齋藤實さんから今回の東日本大震災の被災地支援をはじめ、長年行政の立場で災害危機管理に携わってきた経験からご報告をお願いします。

●齋藤實氏・・・長年の行政経験や社会貢献活動支援士、社会貢献学会副会長としてのこれまでの活動、今後、市民や学生の活動に期待することなどを含めて報告。（５分）

●伊藤先生・・・ありがとうございました。さて、ボランティア活動の経験が長い小山内敬子さんから今回の震災被災地支援でどんな活動を行い、今後どんなことが必要なのかご報告をお願いします。


●小山内氏・・・今回は被災地支援のために募金活動、支援物資を届けたほか、直接被災地に入り、避難所やイチゴハウスの復興支援を学生たちと活動したことを報告。市民と学生の連携が重要。（５分）

●伊藤先生・・・では、学生代表の馬場雄大君は、震災後にどんな活動を行い、いまその教訓を活かして取組んでいることを報告して下さい。

●馬場君・・・震災後に被災地活動した内容、その教訓から防災士の資格を取得し今後の防災活動に活かしたいなど、また、社会貢献活動支援士をめざしていることを報告。（５分）

●伊藤先生・・・ありがとうございました。さて、基調報告でご紹介のあった兵庫県をはじめとした関西広域連合、兵庫県内の大学が被災地の大学と連携して支援活動を行っているということですが、このような連携は次の災害に向けても大きな重要なポイントになりそうですね。小山さんから今回の連携で得た教訓や課題がありましたらお話し下さい。


●小山氏・・・ＴＫＫ３大学連携によるボランティア活動、関西広域連合が行った被災地支援の教訓や課題、次の災害に向けてどんなことを整備していくことが重要かなどを報告。（５分）

●伊藤先生・・・報告を受けて、被災地の東北にいる我われ市民と学生は、次の災害に向けてどんな取組みができるのか。また、どんな取組みをしなければならないのか。パネリストの方々からご意見をお願いします。
①小野寺五典さん（３分）

②齋藤實さん（３分）
③小山達也さん（３分）
④小山内敬子さん（３分）

⑤馬場雄大君（３分）

●伊藤先生・・・ありがとうございました。簡単なまとめがあって・・・本日のPDでは、東日本大震災の被災地支援を受けた東北の住民として、次の災害に備えてどんな取組みをしなければならないのか、市民、学生のそれぞれの立場でできることが見えてきたように感じます。
最後に今後の社会貢献活動などに対する意気込みと本日の感想を簡単にお願いします。
①小野寺五典さん（３分）

②齋藤實さん（３分）
③小山達也さん（３分）
④小山内敬子さん（３分）

⑤馬場雄大君（３分）

●伊藤先生・・・簡単なまとめがあって・・・パネリストの方々を紹介する。みなさまありがとうございました。これで社会貢献学会第３回大会、PD「市民と学生で築く地域力」を終了いたします。

会場MCへ  研究発表会場のアナウンスを行う。

